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* － * － は じ め に － * － * 
 

 

 

 南丹市も、市制を施行して早や５年が経過しました。 

 私は、南丹市が誇りときずなで満ち溢れるようなまちにしたいとの思いから、総合振興計画の

策定に着手し、その着実な実行を主眼においてさまざまな取り組みを進めて参りました。 

本年３月に発生した東日本大震災では、多くの方の尊い生命や財産が奪われたとともに、多く

の企業、事業所も被災し、日本経済に大きな打撃となりました。また、福島第一原子力発電所事

故によるエネルギー施策の転換や節電による企業の生産力低下など、東北、関東地域に限らず、

全国的にさまざまな分野において大きな変化が生じており、今後においても、財政的にも厳しい

状況が続くものと予想されます。 

 このような中で、市民の皆さんに満足できる生活を送っていただくためには、ニーズを知り、

より良い行政サービスへと的確に転換して行く事が重要であると考えています。 

 そこで、「市民意識調査」を実施し、市民の皆さんがまちづくりに対しどのような実感を持たれ

ているのかについて把握することとしました。 

 本報告書は、平成 23 年度に実施した意識調査の結果を基に、市の置かれている状況や課題な

どを整理したもので、今後のまちづくりの参考資料として大いに活用していきたいと考えます。 

 最後に、本調査にご協力いただいた市民の皆さんに改めて御礼を申し上げます。 

 

 平成 2３年 ８月 

 

南丹市長    佐 々 木  稔 納 
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* － * － 目    次 － * － * 
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* － * － 調 査 概 要 － * － * 
 

 

１１１１．．．．調調調調    査査査査    名名名名  南丹市市民意識調査 

２２２２．．．．調査対象調査対象調査対象調査対象  市民の中から無作為に抽出した 1,400 名 

３３３３．．．．調査方法調査方法調査方法調査方法  調査用紙の郵送法 

４４４４．．．．調査実施期間調査実施期間調査実施期間調査実施期間  平成 23 年（2011 年）6 月 10 日～7 月 8 日 

５５５５．．．．調査時点調査時点調査時点調査時点  調査用紙に記入された時点 

６６６６．．．．回収結果回収結果回収結果回収結果  562 名（回収率 40.1％） 〈前年度比〉増減なし 

７７７７．．．．調査項目調査項目調査項目調査項目    

 南丹市全般について、医療・福祉、子育て、商業や生活環境、防災や防犯、社会問題、地域活

動、公共施設や行政サービスなど、9 つの分野 25 項目について調査をしました。 

 まず、アンケートの冒頭で、南丹市の「住みやすさ」と「魅力」という大きなテーマについて

ご意見を聞きました。「住みやすさ」や「魅力」というものは、さまざまな要因が重なって感じら

れるものだと考えられますが、まずは市民の皆さんが、直感的にどう感じておられるかを知るこ

とが重要です。 

その上で、各々の設問を分析すれば、「住みやすさ」や「魅力」のある・なしの原因を探ること

ができると考えられます。 

 

分  野 質    問    項    目 

住みやすいと感じている市民の割合 

全  般 

魅力あるまちだと感じている市民の割合 

過去１年間に運動をした市民の割合 

安心して医療を受けられる体制だと感じている市民の割合 

高齢者が安心して暮らせるまちだと感じている市民の割合 

医    療 

・ 

福    祉 

障がいのある人が安心して暮らせるまちだと感じている市民の割合 

安心して子育てできると感じている市民の割合 

地域で子育てができていると感じている市民の割合 子 育 て 

子どもたちが適切な教育環境で学んでいると感じている市民の割合 

南丹市内の商店（商店街）はにぎわっていると感じている市民の割合 

南丹市で生産された産品を意識して購入された市民の割合 

南丹市の自然環境が適切に守られていると感じている市民の割合 

商    業 

・ 

生活環境 

建築物の色や高さに規制を設けるべきと感じている市民の割合 

災害や防犯に関する情報が、市から的確に提供されていると感じている市民の割合 

台風や地震などの災害に備え、避難場所や避難経路の確認、避難用具の準備をして

いる市民の割合 

防  災 

・ 

防  犯 

防災の面で安心して暮らせるまちだと感じている市民の割合 

性別や年齢、国籍などによる差別事象は減っていると感じている市民の割合 

社会問題 

過去１年間に、人権に関する学習の取り組みをした市民の割合 

住んでいる地域には活力があると感じている市民の割合 

地域活動 

地域活動や市民の自主的な活動に参加した市民の割合 
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分  野 質    問    項    目 

地域で培われてきた風俗や伝統などは、自分たちが引き継いでいかなければならな

いと感じている市民の割合 

地域活動 

さまざまな分野において、大学などとの交流・連携が盛んに行われていると感じて

いる市民の割合 

市政について的確に情報が得られていると感じている市民の割合 

税金がまちづくりに有効的に活用されていると感じている市民の割合 

行  政 

サービス 

南丹市が行う行政サービスに、満足していると感じている市民の割合 
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    まずまずまずまず、、、、あなたごあなたごあなたごあなたご自身自身自身自身についておについておについておについてお教教教教えくださいえくださいえくださいえください。。。。（統計結果の分析に活用させていただきます。）    

    

性 別 １．男 性   ２．女 性 

年 齢 

１．18～19 歳   ２．20～29 歳   ３．30～39 歳   ４．40～49 歳 

５．50～59 歳   ６．60～69 歳   ７．70 歳以上 

住 所 １．園部町   ２．八木町   ３．日吉町   ４．美山町 

職 業 

１．自営業・事業主・農業   ２．勤め人   ３．学 生   ４．家事等 

５．パート等   ６．無 職   ７．その他（               ） 

 

 

 

 

 

問問問問１１１１    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが住住住住みやすいまちだとみやすいまちだとみやすいまちだとみやすいまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 2222    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが魅力魅力魅力魅力あるまちだとあるまちだとあるまちだとあるまちだと感感感感じられますかじられますかじられますかじられますか。。。。    

 

１．感じる 

２．多少感じる 

３．どちらともいえない 

４．あまり感じない 

５．全く感じない 

 

 

 

 

 

問問問問 3333    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、過去過去過去過去 1111 年間年間年間年間にににに、、、、健康健康健康健康やややや楽楽楽楽しみのためにしみのためにしみのためにしみのために運動運動運動運動をされましたかをされましたかをされましたかをされましたか。。。。    

 

１．ほぼ毎日した 

２．週に数回程度した 

３．月に数回程度した 

４．年間で数回程度した 

５．しなかった／できなかった 

各質問をお読みいただき、ご自身の率直なお気持ちやお考えに最も近い答えをひとつ選

び、番号に○印をつけてください。 

また、よろしければ    に、答えを選んだ理由やご意見をお書きください。 

南丹市全般についてお聞きします。 

 

医療・福祉についてお聞きします。 

 

平成 23 年度 南丹市市民意識調査 
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問問問問 4444    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市においてにおいてにおいてにおいて、、、、安心安心安心安心してしてしてして医療医療医療医療をををを受受受受けられるけられるけられるけられる体制体制体制体制ができているとができているとができているとができていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 5555    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが高齢者高齢者高齢者高齢者にとってにとってにとってにとって、、、、安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるまちだとらせるまちだとらせるまちだとらせるまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 6666    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが障障障障がいのあるがいのあるがいのあるがいのある方方方方にとってにとってにとってにとって、、、、安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるまちだとらせるまちだとらせるまちだとらせるまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

 

 

 

 

問問問問 7777    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが安心安心安心安心してしてしてして子育子育子育子育てのできるまちだとてのできるまちだとてのできるまちだとてのできるまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 8888    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、ごごごご自分自分自分自分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域においてにおいてにおいてにおいて、、、、地域全体地域全体地域全体地域全体でででで子育子育子育子育てをてをてをてを支援支援支援支援するするするする仕組仕組仕組仕組みづくみづくみづくみづくりがりがりがりが

できているとできているとできているとできていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

 

 

 

子育てについてお聞きします。 

 

平成 23 年度 南丹市市民意識調査 
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問問問問 9999    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、子子子子どもたちがどもたちがどもたちがどもたちが、、、、児童児童児童児童数数数数やややや生徒生徒生徒生徒数数数数、、、、施設施設施設施設のののの状況状況状況状況もももも踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、適切適切適切適切なななな教育環境教育環境教育環境教育環境でででで学学学学んでんでんでんで

いるといるといるといると思思思思われわれわれわれますかますかますかますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

 

 

 

 

問問問問 10101010    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市のののの商店街商店街商店街商店街（（（（商業商業商業商業））））ががががにぎわっているとにぎわっているとにぎわっているとにぎわっていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 11111111    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市でででで生産生産生産生産されたされたされたされた野菜野菜野菜野菜やややや加工品加工品加工品加工品などのなどのなどのなどの産品産品産品産品をををを意識意識意識意識してしてしてして購入購入購入購入されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。    

 

１．そうしている 

２．どちらかといえばそうしている 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそうしていない 

５．そうしていない 

 

問問問問 11112222    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市においてにおいてにおいてにおいて、、、、自然環境自然環境自然環境自然環境がががが適切適切適切適切にににに守守守守られているとられているとられているとられていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 1111３３３３    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市においてにおいてにおいてにおいて、、、、美美美美しいしいしいしい風景風景風景風景やややや町並町並町並町並みをみをみをみを守守守守るためるためるためるため、、、、個人個人個人個人などがなどがなどがなどが新築新築新築新築、、、、増改築増改築増改築増改築するするするする

建築物建築物建築物建築物やややや工作物工作物工作物工作物のののの色色色色やややや高高高高さにさにさにさに規制規制規制規制をををを設設設設けるべきだとけるべきだとけるべきだとけるべきだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

 

 

 

商業や生活環境についてお聞きします。 

平成 23 年度 南丹市市民意識調査 
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問問問問 1111４４４４    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが発行発行発行発行するするするする広報誌広報誌広報誌広報誌ややややホームページホームページホームページホームページ、、、、CATVCATVCATVCATV などをなどをなどをなどを通通通通じてじてじてじて、、、、市政市政市政市政についてについてについてについて情情情情

報報報報がががが的確的確的確的確にににに得得得得られているとられているとられているとられていると感感感感じじじじられられられられますかますかますかますか。。。。    

 

１．得られている 

２．どちらかといえば得られている 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば得られていない 

５．得られていない 

 

 

 

 

 

問問問問 11115555    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、災害災害災害災害にににに関関関関するするするする情報情報情報情報についてについてについてについて、、、、市市市市からからからから的確的確的確的確にににに発信発信発信発信されるされるされるされる体制体制体制体制がががが整備整備整備整備されているとされているとされているとされていると思思思思

われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 11116666    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、台風台風台風台風やややや地震地震地震地震などのなどのなどのなどの災害災害災害災害にそなえてにそなえてにそなえてにそなえて、、、、避難場所避難場所避難場所避難場所やややや避難経路避難経路避難経路避難経路のののの確認確認確認確認、、、、避難用具避難用具避難用具避難用具のののの準備準備準備準備

などをされていますかなどをされていますかなどをされていますかなどをされていますか。。。。    

 

１．つねに避難できるよう準備している 

２．ある程度準備している 

３．意識はしているが、準備はしていない 

４．まったく準備していない 

 

問問問問 11117777    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが防災防災防災防災のののの面面面面でででで、、、、安心安心安心安心してしてしてして暮暮暮暮らせるまちだとらせるまちだとらせるまちだとらせるまちだと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

 

 

 

 

問問問問 11118888    

世世世世のののの中中中中にはにはにはには、、、、まだまだまだまだまだまだまだまだ性別性別性別性別やややや国籍国籍国籍国籍、、、、身体的障身体的障身体的障身体的障がいがいがいがいなどなどなどなどによるによるによるによる差別差別差別差別がががが残残残残っていますがっていますがっていますがっていますが、、、、あなたあなたあなたあなた

はははは、、、、近年南丹市近年南丹市近年南丹市近年南丹市においてにおいてにおいてにおいて、、、、これらこれらこれらこれら差別差別差別差別がががが減減減減ってきているとおってきているとおってきているとおってきているとお感感感感じですかじですかじですかじですか。。。。    

 

１．減ってきていると感じる 

２．多少減ってきていると感じる 

３．どちらともいえない 

４．あまり減ってきているとは思えない 

５．減ってきてはいない 

防災や防犯についてお聞きします。 

 

社会問題についてお聞きします。 

 

平成 23 年度 南丹市市民意識調査 
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問問問問 11119999    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、過去過去過去過去 1111 年間年間年間年間にににに、、、、人権問題人権問題人権問題人権問題にににに関関関関するするするする勉強会勉強会勉強会勉強会、、、、学習会学習会学習会学習会、、、、講演会講演会講演会講演会、、、、セミナーセミナーセミナーセミナーなどになどになどになどに参加参加参加参加

されたことがありますかされたことがありますかされたことがありますかされたことがありますか。。。。    

 

１．何度も参加したことがある 

２．一度は参加したことがある 

３．参加したかったができなかった 

４．参加していない 

 

 

 

 

 

問問問問 20202020    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、ごごごご自分自分自分自分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域にににに活力活力活力活力があるとがあるとがあるとがあると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．大きな活力がある 

２．多少の活力がある 

３．どちらとも言えない 

４．あまり活力はない 

５．全く活力はない 

 

問問問問 22221111    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、過去過去過去過去 1111 年間年間年間年間でででで、、、、地域地域地域地域におけるさまざまにおけるさまざまにおけるさまざまにおけるさまざまなななな活動活動活動活動やややや、、、、市民市民市民市民によるによるによるによる自主的自主的自主的自主的なななな活動活動活動活動にににに参加参加参加参加

されたことがありますかされたことがありますかされたことがありますかされたことがありますか。。。。    

 

１．ほとんど参加した 

２．ときどき参加した 

３．参加したかったができなかった 

４．参加していない 

 

問問問問 22222222    

ああああなたはなたはなたはなたは、、、、地域地域地域地域でででで培培培培われてきたわれてきたわれてきたわれてきた風俗風俗風俗風俗やややや伝統伝統伝統伝統、、、、文化文化文化文化などについてなどについてなどについてなどについて、、、、ごごごご自分自分自分自分たちたちたちたちがががが引引引引きききき継継継継いでいいでいいでいいでい

かなければならないとかなければならないとかなければならないとかなければならないと思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．そう思う 

２．どちらかといえばそう思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえばそう思わない 

５．そう思わない 

 

問問問問 22223333    

あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、ごごごご自自自自分分分分のののの住住住住んでいるんでいるんでいるんでいる地域地域地域地域においてにおいてにおいてにおいて、、、、大学大学大学大学などとなどとなどとなどとさまざまさまざまさまざまさまざまなななな分野分野分野分野においてにおいてにおいてにおいて、、、、交流交流交流交流・・・・

連携連携連携連携がががが活発活発活発活発にににに行行行行われているとわれているとわれているとわれていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．活発に行われている 

２．ある程度行われている 

３．どちらともいえない 

４．あまり行われていない 

５．全く行われていない 

 

 

 

 

 

地域活動についてお聞きします。 

 

平成 23 年度 南丹市市民意識調査 
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問問問問 24242424    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、市民市民市民市民のののの税金税金税金税金がまちづくりにがまちづくりにがまちづくりにがまちづくりに効果的効果的効果的効果的にににに活用活用活用活用されているとされているとされているとされていると思思思思われますかわれますかわれますかわれますか。。。。    

 

１．効果的に活用されていると思う 

２．どちらかといえば効果的に活用されていると思う 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば効果的に活用されているとは思わない 

５．効果的に活用されているとは思わない 

 

問問問問 25252525    あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、総合的総合的総合的総合的にににに見見見見てててて、、、、南丹市南丹市南丹市南丹市がががが行行行行っているっているっているっている行政行政行政行政サービスサービスサービスサービスにににに満足満足満足満足していらっしゃいますかしていらっしゃいますかしていらっしゃいますかしていらっしゃいますか。。。。    

 

１．満足している 

２．どちらかといえば満足している 

３．どちらともいえない 

４．どちらかといえば満足していない 

５．満足していない 

 

上記上記上記上記のののの問問問問でででで、、、、４４４４またはまたはまたはまたは５５５５とおとおとおとお答答答答えになったえになったえになったえになった方方方方におにおにおにお伺伺伺伺いしますいしますいしますいします。。。。どのよどのよどのよどのよううううなななな点点点点がががが不不不不満足満足満足満足ですかですかですかですか。。。。

具体的具体的具体的具体的におにおにおにお教教教教えくださいえくださいえくださいえください。。。。    

 

 

 

 

 

    日常日常日常日常生活生活生活生活のののの中中中中でででで、、、、今困今困今困今困っていることやっていることやっていることやっていることや、、、、心心心心配配配配していることしていることしていることしていることがあればがあればがあればがあればおおおお聞聞聞聞かせかせかせかせくださいくださいくださいください。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    南丹市南丹市南丹市南丹市ののののまちづくりにまちづくりにまちづくりにまちづくりに対対対対するするするするごごごご提案提案提案提案やややや、、、、ごごごご意見意見意見意見をおをおをおをお聞聞聞聞かせくださいかせくださいかせくださいかせください。。。。    

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。 

お忙しいところ、ご協力いただき誠にありがとうございました。 

行政サービスについてお聞きします。 

 

平成 23 年度 南丹市市民意識調査 
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回答集計から・・・ 

 

 今回実施した市民意識調査の回答率は、平成 2２年度の調査と同じ、40.1％となりました。 

 その回答者を男女別・年代別に分析してみると、男性は２０代の回答率が男女の全年代を通じて最

も低い５％となり、その他は年代が上がるほど回答率が高くなる傾向にあります。 

一方、女性の場合も、２０代の回答率が９％と低く、男女とも６０代の回答率が２２％で最も高い

という状況になりました。 

 

 

 

 

「住みやすいと実感」が 50％を回復！ 

 

 「南丹市が住みやすいまちと思うか」とい

う質問に対して、51.6％の市民の方が「住

みやすい」または「どちらかといえば住みや

すい」と答えていますが、22.3％の市民の

方が「住みにくい」または「どちらかといえ

ば住みにくい」と答えています。「住みやす

い」（「どちらかといえば住みやすい」を含む）

と答えた方の割合は、昨年度調査に比べ 5.3

ポイント増の 51.6％と昨年下回った 50％

を回復しました。一方、「住みにくい」（「ど

ちらかといえば住みにくい」を含む）と答えた方の割合は、昨年度調査に比べ 0.4 ポイント微増とな

っています。 

全体の割合から見ると、南丹市は「比較的住みやすいまち」と判断することができます。 

１  南丹市は住みやすいまちだと思うか？ 
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年代別に分析した場合、６０代以外の年代では「住みやすい」（「どちらかといえば住みやすい」を

含む）と感じている方の割合が 50％を超えているのに対し、60 代では 42.9％と低い状況です。 

 住所別では園部町の 59.7％が高く、美山町の 47.2％が最も低くなりました。 

「住みにくい」（「どちらかといえば住みにくい」を含む）とする理由として最も多いのは、「交通の

便が悪い」で公共交通の不便さを指摘する意見は多く、「住みにくい」とする大きな原因の１つではな

いかと考えられます。その他の意見としては、「スーパーなどがなく買い物が不便」「遊ぶ施設がない」

などが挙がっていました。 

 

 

 

 

「魅力度」の評価が上昇！ 

 

 「南丹市が魅力あるまちだと感じるか」

という問に対して、「魅力がある」または

「どちらかといえば魅力がある」と答えた

方は、 昨年 度よ り 5.4 ポイン ト増 え

41.6％、「魅力がない」または「どちらか

といえば魅力がない」との答えが、7.6 ポ

イント下がり 28.6％となりました。 

 魅力があるという理由としては、昨年度

と同様「自然が豊か」「観光資源が豊富」「空

気とみどり、水がきれい」など自然環境の

良さを挙げる人が圧倒的多数を占めています。 

「魅力がある」または「どちらかといえば魅力がある」と答えた方を住所別でみると、美山町が

61.4％、他の３町ではいずれも３０％代となり、美山町の自然を魅力に感じておられる方が多いこと

がわかります。 

一方、感じないとした理由として、「活気がない」、「閉鎖的」といった意見。また、「行政が魅力を

発信できていない」といった行政の取り組みに対する意見もありました。 

 

 

２  南丹市は魅力的なまちだと感じるか？ 
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市民の２人に１人が月数回以上の運動！ 

 

 「過去１年間に、健康や楽しみのため

運動をしたか」という問に対して、「ほぼ

毎日した」「週に数回程度した」「月に数

回程度した」と答えた方は 48.7％と、

前年度の調査結果より2.1 ポイント増え、

市民の約２人に１人は健康や楽しみのた

めに、何らかの運動をされていることが

伺えます。 

 「ウオーキングをしている」と答えた

方が圧倒的に多く、幅広い年齢層の方が、

日々の運動として実施されているようです。 

 年齢別では大学のサークル活動などを行う１０代の 69.1％が最も高く、７０代以上の方も 55.0％

の方々が健康のため積極的に運動をされています。 

なお、実施しなかった理由として、「仕事や育児が忙しくできなかった」「病気のためできなかった」

という意見がありました。 

 

 

 

 

市民の４割が「整っている」と回答！ 

 

３  過去 1 年間に健康や楽しみを目的とした運動をしたか？ 

４  安心して医療を受けられる体制が整っているか？ 
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「南丹市において、安心して医療を受

けられる体制が整っているか」という問

に対して、44.8％の方が「整っている」

または「どちらかといえば整っている」

と答えられており、「整っていない」（「ど

ちらかといえば整っていない」を含む）

と答えた人の割合は 27.1％となってい

ます。 

 「整っていない」と感じている方が、

昨年度の調査から 4.8 ポイント減少し、

「整っている」と感じている方は 3.1 ポイント増加しています。 

 住所別では美山町で 25.2％と低く、他の３町では 50％以上と地域による差が表れました。理由と

して、「皮膚科、産婦人科など専門科目の不足」「総合病院まで遠い」「自動車があるから今は大丈夫」

など、一定医療機関はあるものの、医療機関までの距離や交通などアクセスの問題、医療機関の体制

の問題など違った側面の課題が同時に存在することが伺えます。 

 

 

 

 

70 歳以上では 48％以上が「安心」と回答！ 

 

 「南丹市が高齢者にとって、安心して暮

らせるまちか」という問に対して、「安心

できる」または「どちらかといえば安心で

きる」と答えた方は 32.7％、「安心できな

い」または「どちらかといえば安心できな

い」と答えた方も 32.7％となっています。 

 「安心できる」（「どちらかといえば安心

できる」を含む）と回答された方の割合は

3.1 ポイント増加したのに対し、安心でき

ない（「どちらかといえば安心できない」を含む）と回答された方の割合は 4.7 ポイント減少していま

す。 

 「地域での見守りができている」「スポーツなどで交流がある」など安心できるという意見の一方で、

「通院、買い物の際の公共交通が不便」「医療機関が遠い」など公共交通の便の悪さや医療体制の不足

を指摘する意見が多数を占めています。 

５  高齢者にとって安心して暮らせるまちか？ 
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 しかし、70歳以上の方からの回答では、48.7％が「安心できる」（「どちらかといえば安心できる」

を含む）と回答されており、安心できない（「どちらかといえば安心できない」を含む）と回答された

19.8％を大きく上回る結果となっています。 

 

 

 

 

市民の３人に１人が、 

「安心して暮らせない」と回答！ 

 

 「南丹市が障がいのある方にとって、安

心して暮らせるまちか」という問に対して、

「安心できる」または「どちらかといえば

安心できる」と答えた方は 24.6％と、昨

年度調査に比べ 3.1 ポイント増加しまし

た。一方、「安心できない」または「どち

らかといえば安心できない」と答えた方は

31.7％と、3.8 ポイント減少しましたが安

心して暮らせないと感じておられる方が

多い状況です。 

 「安心できない」（「どちらかといえば安心できない」を含む）と答えた方からは、「交通（移動手段）

の便が悪い」「駅や公共施設などバリアフリー化が進んでいない」「働ける場所がない」という意見が

挙げられていました。ただし、40％を超える方が、どちらともいえないと答えられており、その多く

が「わからない」「よく知らない」と答えていることから、実態が市民の方にうまく伝えられていない

のではないかと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  障がいのある方にとって安心して暮らせるまちか？ 



 19

 

 

市民の４割以上が、 

「安心して子育てができるまち」と回答！ 

 

「南丹市が、安心して子育てのできるま

ちか」という問に対して、45.8％の方が

「そう思う」または「どちらかといえばそ

う思う」と答えており、「安心できない」

（「どちらかといえば安心できない」を含

む）の 18.7％と大きな差がありました。 

 しかし、安心できると答えた方が昨年度

調査から 2.0 ポイント増に対し、安心でき

ないと答えた方が 5.1 ポイント増となり、

子育て世代の不安が増加していることが

伺えます。 

安心できる理由としては、医療の手当や補助金など「市の助成制度がある」や「子育てのボランテ

ィアや見守りがされている」という意見が中心でした。 

安心できない理由としては「保育所や職場が少なく子育てと仕事の両立ができない」「子どもの数が

少なく遊べない」などが多く、「どちらともいえない」という回答も 31.0％ありますが、「家族に子ど

もがいないのでわからない」「地域に子どもがいない」といった意見が中心でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  安心して子育てのできるまちか？ 
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子育て支援の取り組みが広まる！ 

 

 「お住まいの地域において、地域全体

で子育てを支援する仕組みが整っている

か」という問では、「できていない」また

は「どちらかといえばできていない」と

答えた方の割合が 25.1％と、昨年度調

査の32.8％から7.7ポイントも減少し、

「できている」または「どちらかといえ

ばできている」と答えた方の割合は

31.9％と、1.2 ポイント増加しました。 

 「できている」（「どちらかといえばで

きている」を含む）と回答された方は「ボランティアで子育て支援されている方が多い」「子育て支援

の事業が多い」などボランティアの方々と行政の子育てに関する取り組みが認識されてきたことが伺

えます。 

「できていない」（「どちらかといえばできていない」を含む）と回答された方からは、「保育所に入

れないと聞く」「支援する仕組みが伝わってこない」などの意見がありました。 

 

 

 

 

「少人数」という視点で意見が分かれる！ 

 

８  地域全体で子育てを支援する仕組み作りができているか？ 

９  子どもたちは、適切な教育環境で学習しているか？ 
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 「子どもたちは、適切な教育環境で学習

しているか」という問に対し、「そう思う」

または「どちらかといえばそう思う」と答

えた方の割合が 2.5 ポイント減の 36.5％、

それに対し「そう思わない」または「どち

らかといえばそう思わない」と答えた方の

割合は 3.3 ポイント増の 27.1％となりま

した。 

 「適切な教育環境」について、「少人数」

のとらえ方で意見が分かれ、「そう思う」と答えた方からは「人数は少ないが充実している」「小学校

などの統廃合には反対」との意見があり、反対に「そう思わない」と答えた方からは「児童数が少な

く複式学級化が進み適切でない」「児童数が少なくかわいそう」「大勢の中で学べるよう統合を進める

べき」といった意見がありました。 

 

 

 

 

市民の 83％の人が、 

「にぎわいは感じられない」と回答！ 

 

「南丹市の商店街（商業）がにぎわってい

ると感じるか」という問では、56.4％の

方が「にぎわっていない」と回答されてお

り、「どちらかというとにぎわっていない」

を含めると 83.6％になりました。昨年度

調査に比べ、「にぎわっていない」という

回答が 3.3 ポイント減、「どちらかという

とにぎわっていない」を含めた場合でも

2.8 ポイント減となりましたが、にぎわい

を感じられない方が大多数を占めていま

す。 

一方、「にぎわっている」または「どちらかといえばにぎわっている」と答えた人は、わずか 4.6％

で、「どちらともえいない」と答えた方からは「にぎわっているところとにぎわっていないところの差

が大きい」との意見がありました。依然、「商店街が寂れている」「買い物は大型スーパーに行く」「商

店街がシャッター通りになっている」といった意見が出されています。 

10  南丹市の商店街（商業）はにぎわっているか？ 
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市民の２人に１人が、 

意識して購入されている！ 

 

 「南丹市で生産された野菜などの産品

を意識して購入されているか」という問

に対し、18.9％の方が「意識して購入し

ている」と回答されており、また「どち

らかといえば意識して購入している」を

含めると 48.8％となります。 

昨年度調査に比べ、「意識して購入して

いる」という方の割合は 3.7 ポイント減

少し、「どちらかといえば意識して購入し

ている」を含めると 3.0 ポイント減少し

ました。「生産者の顔が見えるので安心」「地産地消の大切さを実感している」といった理由から、10

代を除く各世代の方々が意識して地元産の野菜などを購入されています。 

 

 

 

 

市民の２人に１人が、 

「自然は守られている」と回答！ 

 

11  南丹市で生産された産品を意識して購入されているか？ 

12  自然環境が守られていると思うか？ 
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 「南丹市において、自然や景観が適切に

守られているか」という問では、「守られ

ている」または「どちらかといえば守られ

ている」と回答された方は 46.3％で昨年

度調査に比べ 1.6 ポイント減少していま

す。 

一方、「守られていない」「どちらかとい

えばまもられていない」と回答した方は

18.1％で昨年度調査に比べ 1.8 ポイント

減少しました。 

 割合からすると、「守られている」または「どちらかといえば守られている」という意見が大半を占

めていますが、回答の意見には「自然は守られているというより、放置状態では･･･」「山や川が大変

あれている」「町の美しさを感じられない」といった意見があるのも事実です。 

 

 

 

 

市民の４割が 

「建築物の高さや色を規制すべき」と回答！ 

 

 今回初めて調査した項目ですが「南丹市の風景や町並みを守るため、建築物などの高さや色彩に規

制を設けるべきか」との問には、39.5％の方が「そう思う」「どちらかといえばそう思う」と回答さ

れ、「そう思わない」「どちらかといえばそう思わない」の 28.6％を上回りました。 

 「そう思う」と答えた方は「地域の特性にあった規制をすべき」「特に美山の風景を残すため規制す

べき」などの意見があり、「そう思わない」と答えた方からは「規制を設けることにより住みにくさが

でる」「建物を規制しなくても自然を守り、風景や町並みを守る方法は他にある」などの意見がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

13  景観を守るため規制が必要と思うか？ 
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市民の２人に１人は、 

「情報は得られている」と回答！ 

 

 「市政について的確に情報が得られてい

るか」という問に対して、11.0％の方が

「得られている」と回答されており、「ど

ちらかといえば得られている」という回答

を含めると 49.4％になります。 

一方、「得られていない」または「どち

らかといえば得られていない」と回答され

た方は 19.3％で、市民の半数の方が情報

を得られていると答えています。 

広報誌、お知らせ、ホームページについ

ては「情報を集約して経費の削減をすべき」「広報誌は月１回にすべき」「ホームページの充実を望む」

という意見があり、CATVに対しては、「タイムリーな情報を放送してほしい」「台風時の通行止めな

どの情報を流してほしい」など CATVならではの地域に密着した放送を望む意見が多くありました。 

 

 

 

 

防災無線の整備により、 

整っているとする割合は４％ＵＰ！ 

 

14 市政について的確に情報が得られているか？ 

15  災害情報が、的確に発信される体制か？ 
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 「災害に関する情報について、市から的

確に発信される体制が整備されているか」

という問では、43.4％の方が「整ってい

る」または「どちらかといえば整っている」

と答えられており、昨年度調査から 4.0 ポ

イント増となっています。 

 一方、「整っていない」（「どちらかとい

えば整っていない」を含む）と答えた方も

25.8％と、昨年度調査に比べ 2.6 ポイン

ト増加しています。 

特に美山町では「整っている」（「どちらかといえば整っている」を含む）と答えた方が 61.4％と高

く、防災無線による情報発信と消防団の活動が充実していることを理由に挙げておられます。 

「整っていない」（「どちらかといえば整っていない」を含む）と答えた方は防災無線の設置は評価

しながら「災害時に機能するかどうかわからない」「防災無線を活用できていない」「警報発令や JR

の情報などを流してほしい」という意見が出されています。 

 

 

 

 

「意識はするが準備はしていない」が大半！ 

 

 「災害にそなえて、避難場所や避難経路

の確認、避難用具の準備はしているか」の

問に対して、「している」と答えた方はわ

ずか 2.1％、「ある程度している」と答え

た方を加えても 27.5％で、昨年度調査と

比べても大きく変わることはなく、市民の

４分の１しか何らかの備えをされていな

いことになります。 

 備えをしない理由として、「お金がかか

るので用具は準備していない」「飲食品の

準備と更新の方法がわからない」という整備や維持管理を問題視されている方もあれば、「面倒くさい」

「京都府は自然災害に見舞われにくいので準備していない」という回答をされている方もありました。 

 また、「避難場所が知らされていないし、経路もわからない」「避難場所が遠く避難できない」「避難

場所として適切でないところがある」といった、避難場所に関する意見もありました。 

16  避難場所や避難経路の確認、避難用具の準備は？ 
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原子力発電所事故が心配 

「安心して暮らせない」４％増加！ 

 

 「南丹市は、防災の面で安心して暮らせ

るまちか」という問では、「安心して暮ら

せる」または「どちらかといえば安心して

暮らせる」と回答された方は 29.1％と、

昨年度の調査に比べると 1.8 ポイント減

となりました。 

 一方、「安心して暮らせない」または「ど

ちらかといえば安心して暮らせない」と回

答された方は 26.6％と、昨年度の調査に

比べ 4.7 ポイント増となりました。 

 安心して暮らせる要因として、地域力や消防団の活躍を挙げる方が多くおられる一方、安心して暮

らせないと答えた方は「原子力発電所の事故が心配」との意見が多くありました。 

 

 

 

 

「減ってきている」が過半数！ 

 

 「南丹市において、これらの差別が減ってきていると感じるか」という問では、50.1％の方が「減

ってきている」または「多少減ってきている」と回答しています。 

17  南丹市は、防災の面で安心して暮らせるまち？ 

18  南丹市において、差別が減ってきていると感じるか？ 
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 これは、昨年度調査とほぼ同じで、過半

数を超える結果となりました。 

また、「減っていない」または「あまり

減っていない」と回答された方については

15.0％と、昨年度の調査結果から 1.4 ポ

イント増加しました。 

 回答者の意見は、「昔に比べて減ってい

ると思う」「自分の周りでは差別を感じな

くなった」といったものが多くなっていま

す。 

 ただし、「差別している人は確実にいる」「表面的に見えないだけで減っていない」「日常生活、仕事

面など男女平等とはいえない」という意見もあります。 

 

 

 

 

市民の半数以上が、 

勉強会等に参加されていない！ 

 

 「過去 1 年間に、人権問題に関する勉強

会等に参加したか」という問に対して、

29.7％の方が「1 回以上参加した」と回

答しています。 

しかし、52.3％の方が「参加していな

い」と回答しており、「参加したかったが

参加できなかった」という方を含めると、

59.4％、約 3 人に 2 人は勉強会に参加し

ていないことになります。 

また、「参加した」と回答した方の多く

は、学校やＰＴＡが主催する人権学習会、区が開催する研修会、職場の研修が主で、「参加していない」

と答えた方は「テーマが同じでつまらない」「忙しくていけない」「わざわざ出かけて勉強しなくても

個人でする」といった意見がありました。 

 

 

 

19  人権問題に関する勉強会等に参加したか？ 
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市民の半数以上が、 

「地域に活力がない」と感じている！ 

 

「住んでいる地域に活力があるか」という

問に対して、「大きな活力がある」または

「 多少の 活 力 は あ る 」 と 答 え た 方 は

24.6％と、昨年度調査の結果よりも 4.5

ポイント減っています。 

また、「全く活力はない」または「あま

り活力はない」と答えた方は、昨年度の調

査結果よりも 4.7 ポイント増え 50.9％と

なりました。 

 住所別では「大きな活力がある」または

「多少の活力はある」と答えた方が美山町では 44.9％であるのに対し、他の３町では 20％前後と大

きな差がありました。「地域活動にみんなで取り組んでいる」「若い人たちが行事などをしてくれる」

という意見がある一方で、「子どもが少なく高齢化が進んでいる」「生活基盤が不安定な人が増え、地

域のことに積極的になれない人が増えた」「住民の一体感がない」といった意見もありました。 

 

 

 

 

市民の約６割が、地域活動に参加されている！ 

 

20  住んでいる地域には活力があるか？ 

21  地域における活動や市民の自主的な活動に参加したか？ 
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 「過去 1 年間で、地域におけるさまざまな

活動や、市民における自主的な活動に参加し

たか」という問に対しては、56.4％の方が

「ほとんど参加した」または「ときどき参加

した」と回答されており、昨年度の調査結果

との差はありませんでした。 

 また、地域の活動に参加されている方は、

40 代よりも上の方が多く、50 代、60 代で

は 70％近い方が地域の活動などに参加され

ています。 

 

 

 

 

市民の３人に２人が、 

伝統や文化を大切にする気持ちがある！ 

 

 「地域で培われてきた風俗や伝統、文化な

どについて、自分たちが引き継いでいかなけ

ればならないと思うか」という問では、昨年

度調査から 3.9％増の 67.3％の方が「そう

思う」または「どちらかといえばそう思う」

と答えています。 

 一方、「そう思わない」または「どちらか

といえばそう思わない」と答えた方は、昨年

度調査から 2.1％減の 12.1％でした。 

 「そう思う」（「どちらかといえばそう思う」

を含む）と回答された方からは、「地域や区の存続のために必要」「伝統や文化を後世に伝えることは

私たちの義務」「祭りや行事など良いことは守っていきたい」と答えられているのに対し、「そう思わ

ない」（「どちらかといえばそう思わない」を含む）と回答された方からは、「守るべきものはあるが住

民の負担が大きすぎる」「引き継ぐには若い人の理解が必要」「引き継ぐべきものと無くせばいいもの

がある」という意見がありました。 

 

 

 

22  地域で培われてきた文化などを自分たちが引き継ぐのか？ 
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市民の約半数が、大学との交流・連携は 

活発に行われていないと感じている！ 

 

 「自分の住まわれている地域において、

大学などと、さまざまな分野の交流・連携

が活発に行われているか」という問に対し、

27.1％の方が「活発に行われている」ま

たは「ある程度行われている」と回答され、

昨年度調査の結果を 3.6 ポイント上回り

ました。 

 また、「活発に行われていない」または

「あまり活発に行われていない」という回

答についても、昨年度調査の結果とほぼ同

じ 45.2％となりました。「活発に行われている」と答えた方は、美山町では 50.4％、他の３町では

20％前後と差が大きく、「交流は行われているがどのように生かされているかわからない」「市内の学

校ともっと交流すべき」といった意見がありました。 

 

 

 

 

「効果的に活用されているとは思えない」 

と思う市民が約４割 

 

23  地域と大学などとの交流・連携は活発か？ 

24  税金がまちづくりに効果的に活用されているか？ 
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 「市民の税金がまちづくりに効果的に活

用されているか」という問に対して、「効

果的に活用されている」と答えた方は

3.0％、「どちらかといえば効果的に使われ

ている」を併せても 15.6％しかありませ

んでした。 

 一方、「効果的に活用されていない」と

答えた方は 19.2％で、「どちらかといえば

効果的に活用されていない」を併せると

41.1％となり、昨年度の調査結果とほぼ同じ結果となりました。 

 「効果的に活用されていない」（「どちらかといえば効果的に活用されていない」を含む）を選ばれ

た理由として、「道路整備などに地域差がある」「本庁と支所の二重行政の解消が進んでいない」「何に

税金が使われているのか実感がない」などの意見がありました。 

 また、「どちらともいえない」とする回答が、昨年度調査とほぼ同じ 40.9％と依然 40％を越える

状況にあることも特徴的です。 

 

 

 

 

市民の満足度は１％減少！ 

 

 「総合的にみて、南丹市が行っている行

政サービスに満足しているか」という問で

は、22.9％の方が「満足している」また

は「どちらかといえば満足している」と答

えています。 

 また、「満足していない」または「どち

らかといえば満足していない」と回答され

た方は 30.6％となっています。 

 昨年度の調査結果と比べると、「満足し

ている」（「どちらかといえば満足してい

る」を含む）と回答された方が 1.5 ポイント、「満足していない」（「どちらかといえば満足していない」

を含む）と回答された方は 0.9 ポイントもいずれも減少しています。 

また、「どちらともいえない」と回答されている方の割合が依然高く、45.4％となっています。 

 「満足している」と回答した方からは、「市の投書箱に書いた意見が反映された」「職員の頑張って

25-1  南丹市が行っている行政サービスに満足しているか？ 
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いる姿を見る」という意見がありました。 

一方、「満足していない」と回答した方からは、「議員、職員の一部は自分のことばかり考えている」

「行政サービスを見直して税金の有効活用をしてほしい」「行政サービスが市全体に行き届いていな

い」という意見ガありました。 

 

 

 

 

市役所(職員)の対応に不満を感じている!? 

 

 問 25 で、「4．どちらかといえば満足していない」または「5．満足していない」を選んだ方にど

のような点が不満かを聞きました。 

 最も多かった意見は、「市役所（職員）の対応」でした。 

 主な意見は下記のとおりです。 

不    満    の    理    由 回答件数 

市役所（職員）の対応 17 件 

サービスに対する説明・情報不足 15 件 

サービスにおける地域間格差 12 件 

交通の便の悪さ 12 件 

市役所、図書館の閉庁、閉館 4 件 

 

 

 

25-2  行っている行政サービスに満足できない理由は？ 
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医療・福祉に関する心配ごとが１位！ 

 

 「日常生活の中で、今困っていることや、心配していることはないか」という質問に対して、228

件のご意見がありました。 

医療・福祉に関する意見が 27 件で最も多く、次いで地域公共交通に関するものが 26 件ありまし

た。 

 「困っていること」「心配していること」として意見が多かった項目は下記のとおりです。 

 

 

１位：医療・福祉について     27 件 

  「病気をしたときなど、自宅から病院までが遠いのが心配」 

  「寝たきりになったときの施設が思うように無い」 など 

２位：地域公共交通機関について     26 件 

「交通手段が無く、高齢者のみの生活では日常生活の買い物にいけない」 

「通学の交通の便が悪く、親の負担が大きい」 など 

３位：後継者・担い手不足について     10 件 

「高齢化が進む中で農作業や地域の出役ができなくなってきた」 

「若者の職が少なく地元に帰ってこられない」 など 

３位：老後への不安について     １０件 

  「年金だけでは生活できない」 

  「親の介護や自分が高齢になったときの不安を感じる」 など 

５位：通学路などの安全について     ８件 

「街灯が少なく夜道が危ない」 など 

 

 

 

 

市が行う施策や事業の方向性を明確に！ 

 

 南丹市のまちづくりに対して、提案やご意見をお聞きしたところ、204 件のご意見をいただきまし

た。主なものは次のとおりです。 

○ 市が行う施策や事業の取り組む姿勢に関する事 

○ 公共交通機関の充実・整備に関する事 

○ 市職員の資質向上に関する事 

○ 商業の活性化に関する事 

○ 市内における道路網の整備・充実に関する事 

○ 市民協働の推進に関する事 

○ 若者定住に向けた取り組みに関する事 

○ 駅舎及び駅周辺の整備に関する事 

○ 市街地活性化を含め、まちづくりや地域の活性化に関する事 

「困っていること」「心配していること」は？ 

南丹市のまちづくりに対する提案・意見は？ 



このページは空白です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




